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アウェイに乗り込んでくるファンは
コアなサポーターばかり チャンピオンズ優勝が決まったとき

体中アザだらけになるまで騒いだ　マティアス・ムアンジェはリヴァプール・ジョ

ン・ムーアズ大学で生体力学を専攻する23

歳の熱狂的なレッズ（リヴァプール）ファンだ。

05-06シーズンはホーム、アウェイを問わず、リ

ヴァプールのほとんどの試合に駆けつけ、プ

レミアシップ38試合のうち、見逃したのは「バ

イトのため」に足を運べなかったアウェイのア

ストン・ヴィラとバーミンガム・シティー戦の

　2試合だけだという。ちなみに04-05シーズン

は、1試合も欠かすことなくスタジアムに通っ

たそうだ。そんな彼が、アウェイ戦の旅につい

て語ってくれた。

　オレが初めてリヴァプールの試合を観に

行ったのは、1994年12月のマンチェスター・

シティー戦だった。アウェイの試合に初めて

行ったのは97年８月のブラックバーン戦。子供

の頃はなかなかスタジアムに連れて行っても

らえなかったけど、ここ6年はホームとアウェ

イのほとんどのゲームに足を運んでいるね。

　オレみたいに若い奴は時間がたっぷりある

し、お金だって、夏休みの間は毎日働いている

し、学校があるときもバイトをしているから、全

く問題ないよ。リヴァプールを追いかけるの

は、もう中毒みたいなものなんだ。

　オレはコップ（リヴァプールの熱狂的なサ

ポーターが陣取るアンフィールドの一角のこ

と）のシーズンチケットを持っているんだけど、

アウェイでは全く違う雰囲気を感じるね。レッ

ズサポーターの数は限られているし、スタジ

アムの片隅に追いやられてしまうから、肩身

が狭いのさ。プレミアシップのゲームでは、ア

ウェイサポーターに割り当てられる席が少な

いから──スタジアムのキャパシティーの10

パーセント程度、あるいは3000人ぐらいだろ

う──みんなが一致団結し、大声を張り上げ

る必要があるのさ。だから、アンフィールドに

いるときよりも、自然にいろんな歌を口ずさむ

んだよね。全く新しい歌を歌って、受け入れら

れるかどうか試すことだってよくあるよ。それ

にアウェイの試合に駆けつけるファンは、リ

ヴァプールのことを知り尽くしたコアなサポー

ターばかりだから、彼らと話をするのはとても

楽しい。アンフィールドの場合は、年に2、3回

しか足を運ばない奴が多いから。

　あと、オレは大きなグループで移動するの

はあまり好きじゃない。サポーターズクラブが

専用のバスを用意しているらしいけど、使った

ことはないね。アウェイゲームに出かけるとき

は、いつも一緒にチケットを買う５人の友だち

と出かけるんだ。その中の１人にケヴィンって

奴がいるんだけど、そいつとは11歳からの付

き合いになる。学校が一緒だったんだ。あと

の３人はスタジアムに通っているうちに知り

合いになったのさ。アウェイ戦に行っている

と、仲間がたくさんできるんだ。いつも大体同

じ連中が来ているから、顔見知りになって、い

ろいろと喋るようになるんだよ。

　アウェイゲームに出かけるときは、前日から

準備を始めるんだ。あらかじめ飲み物を買っ

ておき、冷蔵庫で冷やしておく。プレミアシッ

プの伝統でもある、キックオフが土曜日の午

後の場合は、当日の朝５時か６時ぐらいに起

き、電車の中で食べるサンドウィッチをもって

家を出る。一番大事なのは、試合のチケットを

忘れないこと。最悪、家のカギを忘れてもなん

とかなるが、チケットを忘れたらどうしようもな

い。

　その後は、駅で待ち合わせをしている友だ

ちと会って、電車に乗り込む。車中ではもちろ

んアルコールを飲み交わし、目的地に着いた

あとも、どこかパブを見つけて一杯やるのが

オレたちのいつもの行動パターンだ。どこの

スタジアムへ行っても、最低１つはアウェイサ

ポーター用のパブがある。その他のパブには

たいてい“ホームサポーター専用”っていう貼

り紙が貼ってあるよ。試合前、レッズファンと合

流し、大声を上げながら、気分を盛り上げてい

くのは最高に気分がいいものだぜ。

　スタジアムの中に入るのは、キックオフの

10分から３分前ぐらいだね。試合が始まって

から中へ入ることもある。スタジアムの中より

も、外で飲んだり食べたりした方が安上がり

だからさ。勝敗に関係なく、ゲームが終わった

あとは、ビールを飲みながら、ゆっくりと時間を

過ごすようにしている。試合内容を振り返った

りしながらね。レッズファンだけじゃなく、相手

チームのサポーターと一緒に飲むこともある

ね。あとは時間を見ながら駅に向かい、電車

に乗り、ひたすら眠るだけだ。

　ホームとアウェイのゲームに通い続けるっ

ていうのは金のかかるものだ。まず、コップの

シーズンチケットは550ポンド（約11万8000

円）以上もする。それでもアンフィールドの他

の席に比べれば、一番安いんだけどね。でも、

チャンピオンズリーグなどのヨーロッパの

ゲームは余計に出費がかさむ。ホームゲー

ムは１試合30ポンドだ。プレミアシップのア

ウェイ戦は25ポンドぐらいからだが、チェル

シー戦は一番高くて、48ポンドもする。もちろ

ん交通費もかかる。オレは学割を使って安い

切符を買うことができるけど、リヴァプール─

ロンドンのスタンダードな電車の往復運賃は

58ポンドもするんだ。

　プレミアシップのチームの中でオレが一番

気に入っている場所はニューカッスルだ。ロン

ドンやマンチェスターでは、オレたちは嫌わ

れ者だが、ニューカッスルはなぜか居心地が

よくて、地元のサポーターたちともよく一緒に

飲んだりするんだ。海外で言えば、ポルトガル

とドイツもよかった。街を散策して、ビールを

飲んで、試合後にまた街中に戻ってきて、み

んなと盛り上がる。最高だったよ。

　逆にイタリアの印象はあまりよくない。空港

へ着いたとたん、警察の尋問を受けるし、街

中でも警官に声をかけられる。スタジアムの

中にいても、相手サポーターから物を投げつ

けられるしね。最悪さ。

　アウェイの旅で一番楽しいのは、やっぱりリ

ヴァプールが勝つことだね。最大のライバル

であるエヴァートンのホームスタジアムの

グッディソン・パークでは、ここ５年ぐらい満

足のいく結果を残していると思うぜ。エヴァー

トンファンが肩を落としてがっかりしている姿

を見るのが何よりも嬉しいのさ。グッディソン・

パークに出かけ、勝ったときはアンフィールド

まで歩いて戻り、スタンリー公園で祝杯を上

げるのが恒例になっているんだ。マンチェス

ター・ユナイテッドやチェルシーという強豪

チームを負かしたときも、気分は最高だけど

ね。マンチェスターへ行ったときは、ユナイテッ

ドファンと間違えられるのが嫌だから、すぐに

リヴァプールへ戻ってきて、行きつけのパブ

でビールを飲むようにしている。

　ヨーロッパカップのアウェイ戦で一番印

象に残っているのは、04-05シーズンのチャ

ンピオンズリーグ決勝トーナメント１回戦

のレヴァークーゼン戦だ。オレたちはいつ

も、特にゴールが決まったあとは、大声で歌

を歌って、雰囲気を盛り上げようとしてい

る。その日、レヴァークーゼンがゴールを決

めたあと、スタジアムにステイタス・クォー

の『ロッキン・オール・オーヴァー・ザ・ワー

ルド』が流れたんだ。でも、そのときオレた

ちはすでに３-０でリードを奪っていたか

ら、レッズがベスト８に進むのは確実だっ

た。スピーカーから音楽が流れてきた瞬間、

盛り上がったのはホームのサポーターじゃ

なく、オレたちリヴァプールファンの方で、一

斉に大声で歌を歌い始め、盛り上がったの

さ。その後、少しでも会場が静かになると、

オレたちは、『ロッキン・オール・オーヴァー・

ザ・ワールド』を歌って盛り上げたよ。試合

が終わっても、警官やレヴァークーゼンサ

ポーターに向かって、歌ってやったものさ。

その夜以来、『ロッキン・オール・オー

ヴァー・ザ・ワールド』は、オレたちリヴァ

プールサポーターの持ち歌の１つになっ

たってわけだけど、きっかけはこんな感じ

で、とても面白いものだった。

　最高のゲームと言えば、2005年５月の

チャンピオンズリーグ決勝だ。イスタンブー

ルでミランを倒して優勝した夜は忘れられ

ない。大体トルコっていう国は、オレたちか

ら見てヨーロッパの一番向こう側に位置し

ていて、たどり着くまでが大変だった。みん

な車で大陸を横断したり、何度も飛行機を

乗り継いで、イスタンブールへ向かったよう

だ。オレの場合はマンチェスターから飛行

機でアムステルダムまで行き、そこからシュ

ツットガルトを経由してイスタンブールへ入

るという長旅だった。それでも他の連中に

比べたらまだマシな方で、安く上げるため、

もっと複雑なルートを使ったファンもたくさ

んいたようだ。

　タクシム広場はまるでリヴァプールの

ホームゲームみたいに、レッズファンで溢

れかえっていた。イスタンブールには５万

人を超えるリヴァプールファンが詰めかけ

ていたって言われていたし、確かにミラン

ファンはほとんど見かけなかったね。

　スタジアムまでの道のりも楽しかった。郊

外にあったんだけど、スタジアムにたどり着

く道が一本しかなかったから、キックオフの

３、４時間前には出かける必要があった。そ

れでも、リヴァプールのマフラーを巻き、フ

ラッグを掲げる大勢のレッズサポーターた

ちが、スタジアムに向かって一直線に真っ

赤な列を作っている姿は圧巻だったよ。

　スタジアムの中も、４分の３はリヴァプー

ルサポーターで埋まっていた。観客席のあ

ちこちに赤いユニフォーム姿のファンがフ

ラッグを振っている姿は、脅威を感じるほど

だった。あの雰囲気は現場にいた者じゃな

いと分からないだろうね。オレのちょうど真

後ろにいたファンが２人、ハーフタイムにケ

ンカを始めそうになったんだけど、優勝が

決まった瞬間は、まるで結婚したばかりの

カップルのように抱き合って、キスしてい

た。ただ、スティーヴン・ジェラードがゴー

ルを決めて１-３にしたときでさえ、リヴァ

プールファンの中で、優勝すると思っていた

奴はほとんどいなかったと思う。大騒ぎはし

たが、それはチームに対する同情心みたい

なものだった。でも、ウラディミール・スミ

チェルのゴールで２-３になったときに歌っ

た『ユール・ネヴァー・ウォーク・アローン』

は今でもよく覚えているぜ。１点差になった

ときは、みんなが「行け、リヴァプール、絶対

に勝てる！」って信じていたはずさ。

　３点目につながるPKを獲得したとき、オ

レの友だちのウォルシーは、怖くて目を背け

ていたよ。シャビ・アロンソがキック体勢に

入ったとき、ウォルシーはオレに背中を向け

ていたんだ。アロンソがPKをミスした瞬間、

彼は肩を落としていたが、アロンソがリバウ

ンドを決めたときは、オレに抱きついてき

たんだ。

　優勝が決まったあとは、興奮して大騒ぎ

したから、みんな身体中がアザだらけに

なっていたね。オレ自身もしばらくは喉がガ

ラガラだったよ。みんながそうだったから、

試合後に歌を歌える奴なんかいなかった。

帰りの空港では、あちこちで『リングズ・オ

ブ・ファイヤー』の口笛が聞こえていたのを

よく覚えている。イスタンブールではその曲

が非公式のクラブソングになっていたのさ。

レッズファンが口笛でその曲を奏でると、別

のレッズファンが同じく口笛で返し、５本の

指を立てて応える、つまり５回目のヨーロッ

パカップ制覇を示す、といった具合にね。口

笛だった理由はもちろん、みんな声が渇れ

て、歌が歌えなかったからさ。

　翌日、リヴァプール市内で行われたパ

レードは盛大なものだったよ。75万人もの

人々が駆けつけたんだ。リヴァプールの市

街地はその日、ほとんど身動きが取れない

状態だった。そのシーズンはチェルシーが

プレミアシップとリーグカップの２冠を達成

したけど、沿道に集まったのは20万人、パ

レードも１時間30分で終わったらしい。オ

レたちのパレードは２時間30分の予定だっ

たのが、５時間に延長されたんだ。本当に

最高の一日だったぜ。

■プレミアシップのアウェイ戦の日帰り費用

※今シーズン、リヴァプールファンがチェル

シーとのアウェイ戦を観に行く場合、その費

用はおよそ下の通り。

●試合のチケット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

48ポンド

●電車賃（スタンダード料金、リヴァプール─ロンドン往復）・

58ポンド

●電車内でのサンドウィッチとティー代・・・・・・

5ポンド

●試合前のビール（1パイント）・・・・・・・・・・・・・・・・・

3ポンド

●マッチデイプログラム代・・・・・・・・・・・・・・・・・

3ポンド

●帰りの電車内でのティーおよびビスケット代・

3ポンド

●合計120ポンド（約2万6400円）

リヴァプールサポーター、アウェイの旅！
～サポーター、マティアス・ムアンジェの場合～

1人の熱狂的リヴァプールファンにスポットを当て、アウェイに乗り込むサポーターの旅の醍醐味を語ってもらった。
チームにすべてを捧げるほど熱狂的な彼は、試合があればスタジアムまでの道のりを調べて前日から旅の準備をするという。

そして、アウェイの地での最高の勝利と思い出を求め、ムアンジェは今日もまたアウェイの旅に出る――。
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